
・RCEP？
・原産地基準？
・EPA適用の為に何をすれば良いの？
・適用する上での問題事例とその対策方法は？

阪急阪神エクスプレス
通関シンクタンクチームがご相談承ります！

詳細は弊社営業担当までご連絡ください

‣輸入時にかかる関税を抑えるには
‣ EPAの適用で調達コストの大幅カットに
‣輸出貨物の輸入地での関税削減も
‣ご要望に合わせて勉強会も開催致します



各種経済連携協定適用による節税実績多数！
阪急阪神エクスプレス通関シンクタンクチームへ
是非ご相談ください！

詳細は弊社営業担当まで

‣日本のEPA提携相手国

A

B

C

D

2002-2007

2008-2009

2011-2018

2019-

2002 シンガポール 2005 メキシコ
2006 マレーシア 2007 チリ、タイ

2008 インドネシア、ブルネイ
ASEAN、フィリピン

2009 スイス、ベトナム

2011 インド 2012 ペルー
2015 オーストラリア 2016 モンゴル
2018 TPP

2019 EU 2020 アメリカ
2021 イギリス
2022 RCEP

ヨーロッパ

「ブラウス」
通常の税率：9.1%

日EU EPA適用税率：0%

500万円分のブラウスを輸入、

日本側で生じる約45万円の関税が0円に

「自動車部品」
通常の税率：4.5%

日EU EPA適用税率：0%

貿易取引額の大きい中国や韓国との初めてのEPA

500万円分の自動車部品を輸出、

現地側で生じる約20万円の関税が0円に

輸入輸出

‣実際にどれくらいの関税を削減できるの？

例） 例）

日本


